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人 文 学 報
り,共和演説攻撃は為めにする ｢言葉尻攻撃｣であったと断定して差し支えないと思われる｡
『京華日章鮎,『中央新聞』による攻撃 このような 『東京日日新聞』の攻撃に唱和 したのが
『京華日報』,『中央新聞』であった｡『京華日報』は,山県有朋の支援で二宮熊次郎 (孤松)が










































































































































































もう一つ例 を挙げれば,『京華 日報』は ｢湯本武比古君の尾崎文相論｣ と題 して,湯本が
｢苛も身は文部の相 となり而 も教育会に於て共和政体となる暁を夢見ると仮定するが如きは決
して恕すべからざる所の事なり-･実に不祥不期なる例-次号の教育時論に此事を論ぜん｣34)と
語って,強 く尾崎を非難 したと報道 しているが,その湯本自身は,後年の回想であるが,｢其
の時私も聞いて居ったが,日本国民の政治思想の乏しい事を述べて,これではいけない,モシ










大日本協会の会員でもある｡ その湯本にして,｢共和｣演説攻撃に与していない ｡ 世論の大勢,
推して知るべ Lである｡
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































人 文 学 報
を申し出でたるなりと｡ 然れども吾等は此の事実を,信ずること能はざるものなり｡ 何 となれ
ば吾が叡聖文武なる 陛Tが,一二の人の内奏により,勅使を派して総理大臣に仰せ,-国務


























































































































































政党 (旧自由党)との提携によって議会を乗 り切る日算のもとに山県内閣の成立を促 した｡









































人 文 学 報
と宗教の衝突期｣,第m期 ｢忠君と偽忠君の攻防期｣ というふうに,三期に分けることができ
るように思われる｡
第Ⅰ期は明治10年代で,この時期の不敬事件の大部分が,認諾律 (M8. 6) ･新聞紙条例
(M 8. 6,改正M16. 4) ･出版条例罰則 (M 8. 9) ･集会条例 (M13. 4)等や刑法

























































35) 湯本武比古 ｢民間教育運動史｣,国民教育奨励会編 『教育五十年史』,大正11年,民友社,217頁｡
36) 前掲 ｢尾崎行雄先生談話速記｣｡
37) 『教育時論』428号,明治31年 9月5日,35頁｡














52) 『日本』,明治31年9月 1日 ｡
53) 前掲 ｢尾崎行雄先生談話速記｣｡
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83) 前掲 『明治天皇紀』 9巻,512-513頁｡
84) 前掲 ｢尾崎行雄先生談話速記｣｡
















99) 升味準之輔 『日本政党史論』第2巻,299-300頁所収の 『利光鶴松翁手記』の項参照｡
100)前掲 『明治天皇紀』9巻,528頁｡
101) 前掲 『日本政党史論』第2巻,300頁｡
102) 前掲 『明治天皇紀』9巻,528-529頁｡
103)利光鶴松 『利光鶴松翁手記』,1957年,371-376頁｡前掲 『日本政党史論』2巻,301-302頁よ
り垂引｡
104)前掲 『明治天皇紀』9巻,529-530頁｡
105) 同前,531頁｡
106) 前掲 『尾崎行雄伝』,608頁｡
107) 前掲 『明治天皇紀』9巻,534頁｡
108) 衆議院における尾崎行雄の ｢予算の全部に反対｣の発言が,皇室に対する不敵とされた事件であ
る｡第14回帝国議会 (明治32年11月20日召集)で野党の憲政本党は,lU願内閣の提出した予算に対
して修正案を提出したが,政府と提携した憲政党や帝国党によって否決された｡憲政本党の院内紘
務であった尾崎行雄は,その修正案が否決されると,明治32年12月14日 ｢予算の全部に反対であ
る｣と発言した｡政府与党は,｢予算全部に反対すると揚言したるは,皇室に対し不穏当なる言辞｣
であるとして,尾崎発言の取消を求める決議案を,憲政党星亨,菅原伝,帝国党佐々友房の連名で
提出した｡予算案全部に反対とは,皇室予算にも反対ということであり,不敬極まりないというの
であった｡院内の勢力配置から見て当然決議案は可決されるはずであったが,尾崎行雄は反対演説
に起って,帝国憲法66条によって皇室費は将来増額を要するとき以外は毎年の定額を支出し議会の
協賛を要しないこととなっている点を指摘して,政府予算の全部に反対と言ってもそれには皇室費
は含まれないと弁じ,皇室に名を借りてこのような揚げ足取りの決議案を提出する与党を痛烈に批
判した｡この演説に狼狽した決議案提出者側の元田肇から討論延期の動議が出され,当日は採決を
せずに終わった｡次回の16日本会議で,無所属の島田三郎が ｢皇室の名義を政争に乱用したのは不
都合だ｣として,逆に決議案の取り消しを求めるなど,議場は紛糾したが,無記名投票の結果,尾
崎の発言取り消しを求める決議案は114票対157票の大差で否決された｡この議会では憲政党117,
帝国党20に対 し,憲政本党116,その他46であったから,決議案提出側の党派から反対投票に回っ
たものが相当出たのである｡｢第14回帝国議会衆議院議事速記録第8号｣,明治32年12月14日および
｢同9号｣,同16日(『帝国議会衆議院議事速記録』16巻,東京大学出版会,昭和55年),伊佐秀雄
『尾崎行雄伝』,昭和26年,尾崎行雄伝刊行会,など参照｡
なお,尾崎行雄は太平洋戦争下の翼賛選挙として知られる昭和17(1942)年4月の総選挙の際に
も,不敬攻撃に曝されている｡『現代史資料42 思想統制』,1976年,みすず書房,1090-1174頁参
照 ｡
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